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(

英
語
版)

 

(
ア
ラ
ビ
ア
語
版)

 

 (

目
次)

 

 

見
果
て
ぬ
平
和 

―
 

中
東
の
戦
後
７
５
年
（
百
四
十
三
） 

 

第
五
章
：
二
つ
の
こ
よ
み(

西
暦
と
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦)

（
二
十
九
） 

 

百
四
十
三 

二
つ
の
予
言
：
「
歴
史
の
終
わ
り
」
と
「
文
明
の
衝
突
」(

三―

五)
 

 

こ
れ
に
対
し
て
イ
ス
ラ
ム
文
明
は
十
四
世
紀
の
ム
ハ
ン
マ
ド
に
始
ま
る
宗
教(

心
の
絆)

を

中
核
と
す
る
文
明
で
あ
り
、
東
方
正
教
会
文
明
も
同
じ
く
キ
リ
ス
ト
教
文
化
と
い
う
宗
教
に
根

差
し
た
文
明
で
あ
る
。
そ
し
て
中
華
文
明
及
び
ヒ
ン
ズ
ー
文
明
は
世
界
四
大
文
明
と
さ
れ
る
黄

河
文
明
、
イ
ン
ダ
ス
文
明
、
エ
ジ
プ
ト
文
明
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
明
の
う
ち
の
黄
河
文
明
及
び

イ
ン
ダ
ス
文
明
の
流
れ
を
汲
み
、
民
族(

血
の
絆)

を
中
核
と
す
る
文
明
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
エ
ジ
プ
ト
文
明
及
び
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
明
は
継
承
す
る
も
の
が
無
く
、
考
古
学
上
の
文
明
と

し
て
名
を
残
す
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
）
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
文
明
や
日
本
文
明
も
こ
の
民
族
（
血

の
絆
）
の
文
明
の
範
疇
に
入
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
現
在
の
わ
れ
わ
れ
日
本
人
に
と
っ
て
は

「
日
本
文
明
」
と
い
う
呼
称
に
違
和
感
を
覚
え
、
む
し
ろ
「
日
本
文
化
」
と
言
い
方
が
一
般
化

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

  

「
文
明
」
と
「
文
化
」
は
英
語
で
は
そ
れ
ぞ
れc

i
v
i
l
i
z
a
t
i
o
n

とc
u
l
t
u
r
e

で
あ
る
が
、

一
般
に
は
ほ
ぼ
同
じ
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。
広
辞
苑
に
よ
れ
ば
文
明(

c
i
v
i
l
i
z
a
t
i
o
n
)

は
「
「
宗
教
・
道
徳
・
学
芸
な
ど
の
精
神
的
所
産

と
し
て
の
文
化
に
対
し
、
人
間
の
技
術
的
・
物
質
的
所
産
」
で
あ
り
、
他
方
、
文
化(

c
u
l
t
u
r
e
)

は
「
人
間
が
自
然
に
手
を
加
え
て
形
成
し

て
き
た
物
心
両
面
の
成
果
」
と
し
て
お
り
、
文
化
の
方
が
文
明
よ
り
意
味
が
広
い
よ
う
で
あ
る
。 

http://ocininitiative.maeda1.jp/143PeaceOnHorizenChapter5-29English.pdf
http://ocininitiative.maeda1.jp/143PeaceOnHorizenChapter5-29Arabic.pdf
http://ocininitiative.maeda1.jp/MEHistoryJapaneseRev.html
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